
江別市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の
進捗状況について

平成３０年１２⽉２６⽇
江別市企画政策部政策推進課
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資料１



平成３１年度

江別市まち・ひと・しごと創生総合戦略の動き

平成３０年度平成２９年度平成２８年度平成２７年度

長期的展望に立ち、
将来目指すべき
「人口ビジョン」と５
か年の「総合戦略」
を策定

【先行型交付金】
・プレミアム商品券
・保育料減免

各自治体の取組に
ついて、レベルアッ
プの先駆性を高め
加速化を図った

【加速化交付金】
・生涯活躍のまち構
想策定

・学生地域定着自
治体連携プロジェク
トなど

地方創生を次のステージに押し上げ「深
化」を図る

【推進交付金】
・有給インターンシップ等地域就職支援
・学生地域定着自治体連携プロジェクト

【拠点整備交付金】
・EBRI物販等施設整備

・都市と農村の交流センター整
備

第１期の総仕上げ
を行い、地方創生の
充実・強化を図る

・地域資源を活かした江別産品販売促進プロ
ジェクト 【推進交付金】

・（仮称）生涯活躍のま
ち整備事業

・（仮称）地域資源を活
かした江別産品販売
促進プロジェクト
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基本目標①しごとをつくり、安心して働けるようにする

指標 平成27年度 平成28年度 平成29年度 ⽬標値
市内企業へ就職した市内の新卒者
数（4⽉・⾼校及び⼤学・累計） ５５⼈ １１１⼈

（H28 56⼈）
１７４⼈

（H29 63⼈）
２５０⼈

（5年累計）

⾷関連企業の新増設数（累計） 1社 ３社
（H28 ２社）

３社
（H29 0社）

６社
（5年累計）

主な取組事業 決算額（千円) 主な内容

有給インターンシップ等地域就職
⽀援事業 13,036

⼤学⽣が市内企業で継続してインターンシップを⾏い、イン
ターンシップ従事中の賃⾦を受⼊企業が負担する有給インター
ンシップの実施

⾷を軸とした地場産品販路拡⼤⽀
援事業 456 市内事業者の商談や販路拡⼤の機会創出⽀援、「美味しい江

別」フェア開催に係る経費

総合特区推進事業 12,312 北海道フード・コンプレックス国際戦略総合特区推進に係る
経費、海外市場開拓に対する経費、総合特区の取組のPR活動

企業⽴地等補助⾦ 87,749 江別市企業⽴地等の促進に関する条例に基づく補助⾦

障害者就労相談⽀援事業 9,159 障がい者の就労に関する相談及び就労を⽀援する相談⽀援事
業所の運営経費

その他8事業

合 計 383,747
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障害者就労相談支援事業

事業背景

事業内容

江別市の障がい者の就労に関する相談先
が、市、ハローワーク江別出張所又は障がい
者支援センター等に分散しており、包括的に
相談できる体制が整備されていなかったこと
及び障がい者を取り巻く雇用環境の変化に伴
い、障がい者就労基本相談支援及び定着支
援の必要性が高まっていることにより事業を
開始。

就労相談支援及び定着支援を委託により実
施

目指す姿

障がい者及び家族が就労に関する悩みを
相談し、就労実現に向けた長期的な支援を受
けることで、就労が可能となり自立した社会生
活を営むことができるようにする。

また、障がい者雇用を希望したり、現に雇用
している企業の相談や支援を行うことで、障
がい者の就労の場を確保できるようにする。
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基本目標② えべつへの新しい人の流れをつくる

指標 平成27年度 平成28年度 平成29年度 ⽬標値

転⼊数と転出数の差 －１０３⼈
（Ｈ２７年）

２５５⼈
（Ｈ２８年）

３７８⼈
（Ｈ２９年） 転⼊超過

江別市の認知度の道内順位 ２１位 ２０位 ２０位 １８位

主要観光施設の利⽤者数（主要5施
設） 181,600⼈ 174,638⼈ 174,498⼈ 196,000⼈

主な取組事業 決算額（千円) 主な内容

学⽣地域定着⾃治体連携事業 3,403 学⽣地域定着推進広域連携協議会の運営や学⽣の地域活動⽀
援等に係る経費

都市と農村交流事業 1,266
江別市「まち」と「むら」の交流推進協議会の市⺠交流事業

（野菜作り講習会・スタンプラリー・⼟曜市・バスツアー等）
への補助

ふるさと納税普及促進事業 30,121 ふるさと納税寄附者への特産品等贈呈経費、Web広告掲載
料、クレジット決済⼿数料等

⼤学連携調査研究助成事業 2,893 市内４⼤学を対象とした江別の地域振興に関する研究事業へ
の補助

その他８事業

合 計 62,191
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都市と農村交流事業

事業背景

事業内容

農業への関心を高めてもらう機会を提供す
るため、農産物直売所や貸し農園などを通じ
た「まち」と「むら」のふれあい交流・体験活動
を行っていこうと、市内の直売所１７か所、貸
し農園６か所、ＪＡ道央、行政機関等により、
江別市「まち」と「むら」の交流推進協議会が
設立された。

・江別市「まち」と「むら」の交流推進協議会への補
助（協議会の事業内容：直売所スタンプラリー開催、
直売所マップ作成、農産物加工品ブランドシール
作成、野菜作り講習会開催、収穫体験バスツアー
開催、加工品フェア開催など）

・農畜産物加工新商品開発等支援として補助金を
支出

目指す姿

生産者と消費者との相互理解を深め、グ
リーン・ツーリズム関連施設（農作業体験施設、
農家レストラン、農産物直売所など）の利用増
を図ることで、市民の地産地消や農村地域の
活性化につなげる。

6



基本目標③ 若い世代の結婚・出産・子育てを支援する

指標 平成27年度 平成28年度 平成29年度 ⽬標値
江別市で⼦どもを産み育てたい
と考えて転⼊してきた⼦育て世
代（20 40代）の割合

6.1％ ７.2％ 8.3％ 8.0％

⼦育て環境が充実していると思
う市⺠割合 50.0％ 50.８％ 49.7％ 60.0％

主な取組事業 決算額（千円) 主な内容

男⼥の出会いの場づくり⽀援事業 786 男⼥の出会いを⽀援するイベント等の開催経費

待機児童解消対策事業 235,864
0 2歳児を対象とした地域型保育施設の地域型保育給付費

等及び⼩規模保育施設整備の補助（ニチイキッズのっぽろ駅前
保育園、すまいるのっぽろ保育園）

親⼦安⼼育成⽀援事業（⼦育てひ
ろば事業） 24,238 ⼦育て⽀援センター「ぽこあぽこ」の運営経費

放課後児童クラブ運営費補助⾦ 83,432 ⺠間放課後児童クラブへの運営費補助

その他２事業

合 計 350,997
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待機児童解消対策事業

事業背景

少子化が進展する中、社会情勢や就労形態の
多様化により、子育て世代の取り巻く環境が大きく
変化しており、保育に係るニーズも複雑・多様化す
るとともに増加傾向にある。このような状況の中、
市では年度の途中から0～2歳児を中心とした待機
児童が発生している状況にあり、子育て支援を推
進するうえで早急に対処しなければならない課題
となっていた。

事業内容

・保育者の養成
・小規模保育事業等の地域型保育給付
・小規模保育施設改修費支援補助
・旧白樺保育園施設維持管理経費

目指す姿

0～2歳児の提供体制の拡充を図ることにより、例
年、年度途中から発生する待機児童が解消され、
安心して子どもを預け働くことができるような環境
づくりと子育て支援の充実を図る。
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基本目標④ 時代にあった地域をつくり、安心な暮らしと
健康を守るとともに、地域と地域を連携する

指標 平成27年度 平成28年度 平成29年度 ⽬標値
江別市が暮らしやすいと思う市
⺠割合 80.5％ 76.5％ 78.4％ 78.0％

市街地整備に満⾜している市⺠
割合 77.6％ 79.1％ 80.2％ 80.0％

主な取組事業 決算額（千円) 主な内容

地域防災⼒向上⽀援事業 3,592 各種訓練・研修・出前講座経費、防災あんしんマップ作成経
費

市⺠協働推進事業 3,144 協働のまちづくり活動⽀援事業、セミナー開催などの市⺠活
動の促進・啓発に係る経費

住宅取得⽀援事業 59,684 親と同居⼜は近居のための住宅取得費⽤助成、親と同居する
ためのリフォーム費⽤助成、多⼦世帯への住宅取得費⽤助成

公共交通利⽤促進対策事業 10,932 地域公共交通活性化協議会等の開催、交通計画の策定、バス
マップ作

その他２事業

合 計 93,067

9



公共交通利用促進対策事業

事業背景

バス利用の減少が進み、公共交通の課題解決
に向けた検討が必要な状況にあるため事業を開
始した。

事業内容

・調査分析・計画策定等業務
・地域公共交通活性化協議会等開催
・バス路線マップ作成
・市ホームページや広報誌による周知・利用啓発

目指す姿

交通機能を維持・確保することに加え、情報提
供の強化等を図ることにより、利用が促進される。
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平成２９年度⽬標達成状況（３年⽬）

基本⽬標 未達 達成 達成率

基本⽬標①
しごとをつくり、安⼼して働けるように
する

２ ０ ０％

基本⽬標②
えべつへの新しい⼈の流れをつくる ２ １ ３３％

基本⽬標③
若い世代の結婚・出産・⼦育てを⽀援する １ １ ５０％

基本⽬標④
時代にあった地域をつくり、安⼼な暮らしと
健康を守るとともに、地域と地域を連携する

０ ２ １００％

合 計 ５ ４ ４４％
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